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平素より北総鉄道をご利用いただきまして誠にありがとうございます。また、当社鉄道事業運営につきまして、多くの皆様

のご理解とご支援を賜りましたほか、202５年度も大変多くのお客様に北総線をご利用いただきましたことを、社員一同ここ

ろより感謝申し上げます。

北総鉄道では、京成グループ行動指針である「私たちは、安全・安心を第一に行動します。」を念頭に、輸送の安全

確保こそ鉄道事業の最大の使命であるとの認識のもと、全社員が一致団結し、たゆみなき安全性の追求に取組んでお

ります。また、安全に関する基本的な考え方として「安全方針」を定め、安全管理体制の強化に努めた結果、２０２5年度

におきましても開業以来の「有責事故ゼロ」を継続することができました。

一方で、「頻発化・激甚化する自然災害」、「鉄道設備等の老朽化」、「不安定な社会情勢に伴うテロの脅威」など、

当社をとりまく経営環境は厳しさを増しているのも事実です。これら喫緊の課題に対しましては、各種協議会等へ積極的

に参加し関係機関との連携を図り防災マネジメントの強化を図っているほか、中長期における老朽化設備等の計画的

な補修・更新を推進し設備保全に努めております。また、外国要人の来日に伴い自主警戒警備の強化を図るなど、鉄道

テロの未然防止に努めたほか、日頃よりテロや他社線で発生した刃物傷害事件等を踏まえた訓練・教育を実施すること

により、社員の現場対応力の強化に努めるなど、リスクの低減や備えに尽力しております。

これからも、お客様から信頼され、選んでいただける鉄道を目指し、また、沿線地域の皆様に貢献できるよう、京成電鉄

及び千葉ニュータウン鉄道と連携し、安全を最優先に更なる成長を目指して全力で取組んでまいります。

本安全報告書は、鉄道事業法に基づき、２０２5年度中における当社の輸送の安全確保のための取組みについて、

自らが振り返るとともに、皆様に広くご紹介しご理解いただくために公表するものです。

当社における安全の更なる向上のために、ぜひご一読いただき、ご意見やご感想をお聞かせくださいますようお願い申

し上げます。

平素より千葉ニュータウン鉄道をご利用いただきまして誠にありがとうございます。

当社は、北総線の小室駅～印旛日本医大駅間12.5㌔の鉄道施設と、40両の車両を保有する第３種鉄道事業者で

あり、それらの設備を第２種鉄道事業者に賃貸しております。

当社は京成グループの一員として、グループ経営理念である｢お客様に喜ばれる良質な商品・サービスを安全・快適

に提供する｣ことを目標とし、グループ行動指針に掲げる｢安全・安心を第一に行動する｣ことを実践しております。

今後も、京成電鉄及び北総鉄道と連携し、輸送サービスの向上ならびに千葉ニュータウンのさらなる発展に貢献でき

るよう、輸送の安全確保に取組んでまいります。

第１種及び第２種鉄道事業者
北総鉄道株式会社

取締役社長

持永  秀毅

第３種鉄道事業者
千葉ニュータウン鉄道株式会社

取締役社長

持永  秀毅

ご利用の皆様へ



お客様に安全、快適に当社線をご利用いただけるよう、私たちは「京成グループ経営理念」と「京成グループ行動指針」に基づ
き、安全第一の意識を持って事業活動を行える体制の整備に努めるとともに、鉄道施設、車両及び社員を総合的に活用して輸
送の安全を確保しております。

京成グループは、お客様に喜ばれる良質な商品・サービスを、安全・快適に提供し、
健全な事業成長のもと、社会の発展に貢献します。

安全第一の意識を持って事業活動を行える体制の整備に努めます。
１．輸送の安全に関する法令及び関連する規程を遵守し、厳正・忠実に職務を遂行します。
２．事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先とし、速やかに安全かつ適切な処置をとります。
３．常に向上心を持ち、必要な工夫・改善を行い、安全な環境づくりに努めます。

・いつもと異なる現象が認められたら、ためらわず、速やかに報告しよう
・守らなければならないルールは、確実に教えよう

（1）安全管理体制の継続的な改善のための取組み
① 安全意識活性化のための取組み
② 風通しの良い職場環境の整備
③ 現場からの事故・ヒューマンエラー報告を活かす環境の整備

（2）鉄道施設・車両の安全性向上及び老朽化対策の推進
① 鉄道施設・車両の適切な更新の実施
② 鉄道施設・車両の中長期更新計画の策定

（3）鉄道テロ・列車妨害行為への対応力強化、及びホーム事故防止のための取組み
① 関係機関との連携強化
② 啓発活動の推進
③ 鉄道施設・車両の監視強化

（4）自然災害への備えと、異常時の対応力強化
① 災害対策及び異常時における情報共有体制の強化
② 資機材の充実と災害発生時の取扱いの再確認
③ 鉄道施設の的確な状態把握と対応
④ 関係機関との連携強化
⑤ 過去事例を活かした訓練の実施

（安　　全） 私たちは、安全・安心を第一に行動します。
（接　　客） 私たちは、あいさつを励行し、お客様の立場にたって行動します。
（成　　長） 私たちは、絶えず自己革新し、新たな価値を創造します。
（企業倫理） 私たちは、すべての人を大切にし、法令・規則を遵守します。
（環　　境） 私たちは、自然環境に配慮し、行動します。

輸送の安全の確保を図るために、社長自らが関係法令等の遵守、安全最優先の原則を社員に徹底するよう求めるべく安全方
針を策定しております。また、安全方針に従い、重要で優先的に取組むべき具体的な課題を安全重点施策として策定し、各部門
においては安全重点施策に基づいた取組み計画を作成し、輸送の安全の確保に向け尽力しております。また、安全方針に沿っ
た明瞭な安全目標を掲げることで、安全重点施策に係る各取組みの促進を図っております。
安全方針・安全目標・安全重点施策については毎年度見直しを行い、必要な変更を行っております。
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北総鉄道並びに千葉ニュータウン鉄道の「安全管理規程」では、輸送の安全を確保するために遵守すべき事業の運営方針、
事業の実施及び管理の体制、方法を定めることにより、安全管理体制を確立しております。

安全管理体制の主な管理者の体制図

管理者の役割

北総鉄道

千葉ニュータウン鉄道 北総鉄道

安全管理体制3

社 長

安全推進担当

施設・車両管理者 運転管理者

乗務員指導管理者
（車両区）

乗務員指導管理者
（運転区）

総務部長 安全統括管理者
（施設管理部長）

安全統括管理者

社 長

総務部長 経理部長 企画室長

その他の責任者

社長 輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う
安全統括管理者 輸送の安全の確保に関する業務を統括する
運転管理者 安全統括管理者の指揮のもと、運転に関する事項を統括する
施設・車両管理者 安全統括管理者の指揮のもと、鉄道施設及び車両に関する事項を統括する
乗務員指導管理者 運転管理者の指揮のもと、乗務員の資質の保持に関する事項を管理する
安全推進担当 安全管理体制が適切に運営されていることを検証する
その他の責任者 輸送の安全の確保に必要な設備投資、人事、財務等に関する事項を統括する

千葉ニュータウン鉄道
社長 輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う
安全統括管理者 輸送の安全の確保に関する業務を統括する
施設管理部長 輸送の安全の確保に関し、鉄道施設に関する事項を統括する
総務部長 輸送の安全の確保に必要な設備投資、人事、財務等に関する事項を統括する
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社長自らが輸送の安全を確保するための各取組みに主体的に関与し、関
係法令等の遵守や安全最優先の原則を全社員に周知徹底させるため、現業
職場との関わりを積極的に持ち、本社と現場が一体となった「PDCAサイクル」
による継続的な見直しや改善を行うことで、安全管理体制の強化を図っており
ます。

交通安全運動や輸送安全総点検等の期間に、社長や安全統
括管理者をはじめとする全役員が現業職場等の巡視を行い、現
場の状況や輸送の安全を確保するための取組み状況を確認す
るとともに、現業社員との対話等を通じて安全に関する意識の高
揚を図っています。

社長、安全統括管理者等の巡視

年度ごとに安全管理体制の構築・改善の状況を上期末及び
年度総括の２回振り返り、当社の安全管理体制が適切に運営さ
れ有効に機能しているかを社長が評価しています。この評価によ
り必要に応じて安全管理体制の見直しや改善を図っています。

安全管理体制が適切かつ有効に運用されているかを検証する
ため、社長・安全統括管理者をはじめとする、安全管理体制上の
各管理者を対象に安全に関する内部監査を計画的に実施して
います。
また、日本民営鉄道協会主催の「運輸安全マネジメント内部監
査員研修」修了者を監査員としているほか、京成グループの鉄道
各社が同席し、監査終了後に意見交換を行い、内部監査の質を
向上させるとともに、継続した見直しや改善を図っています。

安全管理方法4

安全管理体制の評価（マネジメントレビュー）

安全に関する内部監査

Plan
（計画）

Do
（実行）

Check
（評価）

Action
（改善）

PDCA
サイクル

3
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安全管理規程に基づき、事故やヒューマンエラーの撲滅や更
なる輸送の安全性を向上することを目的に、当社の安全統括管
理者を議長に、運輸部・技術部の管理職を構成メンバーとして
毎月開催しており、安全に関する様々な施策等（事故等の報告・
分析及び再発防止策の討議・他社事故事例の情報共有等）に
ついて討議しています。

安全推進会議

ヒヤリ・ハット

コミュニケーション

日頃から社員・協力会社に対してヒヤリ・ハット情報の提供を呼びかけ収集に努めています。収集したヒヤリ・ハット情報は、安全推進
会議において毎月報告し情報共有を行うとともに有効な対策の検討についても議論しています。また、収集したヒヤリ・ハット情報の全
てを社内イントラに掲出する等して、誰でもいつでも見られるようにし、事故等の未然防止に役立てています。

安全統括管理者と運輸部・技術部の現業長との意見交換会のほか、運輸部・技術部では本課と現業長を交えた定例会議（部・
課内会議）を毎月開催し、必要な情報の共有や各現業における課題などについての意見交換を実施するなど、本社と現場双方向
でのコミュニケーションの強化を図っています。

運輸部及び技術部では、協力会等を通じてそれぞれが関係する協力会社社員と輸送の安全確保に係る必要な情報共有を行う
とともに安全衛生に関する事項について啓発するなど横断的な情報交換を実施し、安全のための取組みに対する理解を深めるな
ど、協力会社と一体となった安全確保に努めています。

協力会社と一体となった安全管理体制

安全共育会（運輸部） 安全推進協力会（技術部）
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総合指令所では全ての列車が安全、かつダイヤ通りに運行で
きるよう、システムによる自動制御と運輸指令の知見等により列車
運行を集中管理しています。
また、列車を運行するにあたり必要な電力の受給電を電力指
令が管理しています。

列車の運行管理

施設、車両の保守点検

技術部では、線路やトンネル、駅などの鉄道構造物や電気関係の信号機などの保安設備、変電所等の電気設備の保守、点検、
北総管理車両全１３編成の保守、点検を行っています。

変電所設備の点検レールの測定 制輪子の交換作業

運輸指令所では、列車運行管理を主な業務としており、輸送障害発生時には運転整理や情報配信
をはじめ、振替輸送の受委託など多岐にわたる業務を担い、これらの業務を行う際にはヒューマンエラー
を防止するため、基本動作を励行するとともに、関係する所員間での確実な連携を図っております。
さらに、日頃から規程類の確認や異常時を想定した作業手順を研究し、訓練及び教育により知識技
能の維持・向上に努め、異常時への備えを行っております。
今後もさらなる安全・安定輸送を目指し、所員一同取り組んでまいります。

社員の声（運輸指令長）

列車の安定輸送を目的として、運輸指令所において一括して全列車の運行管理を実施しております。また、鉄道施設及び車
両について所定の機能を維持・発揮できるよう定期的な点検及び検査を実施し、安全で快適な環境を提供するため日夜整備に
努めております。
列車の運行時間中にはできない点検等については、沿線住民の方のご理解、ご協力のもと深夜の時間に実施しております。

5 列車の安定輸送を実現するための取組み

5
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毎年度、下表の通り鉄道事業における安全対策に対して投資を行っています。

安全への投資

駅の安全対策設備

お客様が安全に安心して鉄道をご利用していただけるよう安全対策への投資を行い各種設備の整備や自然災害に備えた各
種対策も進めております。
安全・安定輸送を図るために安全重点施策等に基づき、優先度の高いものから順に設備改良を行い設備保全に努めておりま
す。２０２５年度においては、導入を順次進めておりました列車運行の安全性向上のためのC-ATS（高機能自動列車停止装置）
化の整備が２０２６年２月１４日に全線で完了しました。

6 安全確保に対する取組み

安全に対する設備投資金額

北総鉄道
千葉ニュータウン鉄道

846〔63％〕
894〔94％〕

924〔64％〕
665〔98％〕

534〔46％〕
555〔89％〕

2023年度 2024年度 2025年度

　〔　　〕内は全体の鉄道事業設備投資額に対する安全関連設備投資額の割合
※2025年度の投資金額については、C-ATS化工事の完了等に伴い、北総鉄道及び千葉ニュータウン鉄道で減少

（単位：百万円）

内方線付き点状ブロック 非常停止ボタン列車注意表示

列車停止表示灯

6
SAFETY REPORT 2026



お客様が線路内に転落した時や線路内に障害物を発見した場合、ホーム上の「非常停止ボタン」を押すことにより、近くを走行中
の列車の乗務員に異常を知らせ、列車を自動的に緊急停止させます。また、お客様に非常停止ボタンの設置箇所が一目でわかるよ
う、赤白ゼブラテープや看板を設置するとともに使用方法についてポスターを掲示しています。

列車非常停止装置

目の不自由なお客様がホームから転落するのを防止するため、全駅の
ホームに「内方線付き点状ブロック」を設置しています。点状ブロックの内
側に線状の突起がついていることで、ホームの内外が判別できるようにな
っています。
また、「内方線付き点状ブロック」の外側に赤ラインを引き、視覚的・心理
的にホーム端部の危険性を訴え、注意喚起を行っています。

内方線付き点状ブロック

ポスター 看板 非常停止ボタン 列車停止表示灯

駅ホームの狭小部床面に警戒ライン及び「列車に注意！」を表示し、お
客様への注意喚起を行っています。また、必要な箇所に手すりを併設し、
ホーム上のお客様の安全性の向上を図っています。

車掌が列車を出発させる際に、扉やホームの安全を確認す
るため、「車掌用ＩＴＶ」を設置しています。

列車注意表示

車掌用ＩＴＶ(車掌用監視モニター)

ホームのベンチを線路に対し、垂直に設置することでホーム
からの転落事故防止に効果があることから、ベンチの向きを変
更する取組みを進めています。

ホームベンチの向きを変更

7
SAFETY REPORT 2026



白井駅のＣＵＤ対応列車案内表示器

車いす対応のエレベーター 多機能化粧室 車いす用スロープ

列車案内表示器を色弱者のお客様にも認識しやすいカラーユニバー
サルデザイン（ＣＵＤ）の表示器導入を進めています。２０２５年度末時点で
は白井駅、小室駅、印西牧の原駅に導入しています。
※当該表示器はCUD検証に合格し「CUDマーク」を貼付けています。

カラーユニバーサルデザイン対応の列車案内表示器

国土交通省の旅客施設における音による移動支援方策ガイドラインに基づき、目の不
自由なお客様を券売機、改札口、階段、エスカレーター、エレベーター、トイレ等へ音声で案
内誘導するための音声誘導装置及び駅構内配置を示した触知図を全駅に設置してい
ます。

目の不自由なお客様へのご案内

各駅改札口付近にＡＥＤを全駅に設置しています。なお、駅係員においては応急手当
や救命措置が適切に行えるよう普通救命講習等を受講しており、いざというときは速や
かな対応が取れるようにしています。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

主要駅ではタブレット端末を使用し、通常の案内放送等を4カ国語(日本語・英語・中国語・韓国語)で行っています。また、ダイヤ乱
れや事故や災害発生時等の異常時にも4カ国語(日本語・英語・中国語・韓国語)での案内が可能で、外国人のお客様へスムーズな
案内を行うことができます。

駅構内放送

ご高齢者やお身体の不自由なお客様が安全・快適に駅施設をご利用いただけるよう、車いす対応のエレベーターや多機能化粧
室等を全駅に設置しています。

駅施設のバリアフリー化

8
SAFETY REPORT 2026



車両の安全対策設備

列車内で非常事態が発生した場合等に備え、乗務員に通報・通話することができる非常通話装置を各車両に設置しています。ま
た、お客様に非常通話装置並びに消火器の設置場所をご案内するため、各車両に非常設備のご案内を掲示しています。なお、各
標記については同業他社で発生した事件を受け制定された「車内非常設備等の表示に関するガイドライン」に対応しています。

非常通話装置

非常通話装置 非常設備のご案内ステッカー

車内案内表示装置は各車両に設置され4カ国語(日本語・英語・中国
語・韓国語)による行き先や停車駅案内のほか、安全啓発に関するお知ら
せや事故災害等異常時の際には状況に応じた情報提供を２カ国語(日
本語・英語)で表示できる機能を搭載しています。

車内案内表示装置

乗降扉の注意喚起シール

車いす、ベビーカースペース

非常通話装置

車内点字案内表
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タブレット端末を操作する車掌

タブレット端末を使用して車内放送を行い、通常の停車駅案内等を２カ
国語(日本語・英語)で行うとともに、成田空港方面への乗換案内を4カ国
語(日本語・英語・中国語・韓国語)で行っています。また、事故発生時等の
異常時にも4カ国語(日本語・英語・中国語・韓国語)での案内が可能で、
外国人のお客様へのスムーズな案内を行うことができます。

車内放送

ドア開閉時のお客様の引込み・挟まりを防止するため、各車
両の全ての乗降扉に扉端部を容易に認識できる注意喚起テ
ープを貼付しています。

乗降扉の注意喚起シール
異常時に列車が駅間で停車した場合など、お客様が安全
に降車できるよう、列車内及び全駅に非常梯子を配備してい
ます。

非常梯子

各車両連結部の隙間に、お客様が誤ってホームから線路上
へ転落しないように、転落防止用幌を設置しています。

転落防止用幌
運転士の体調が急変した場合等に備え、ハンドルから手が
離れると非常ブレーキが動作する装置を全ての運転席に設
置しています。

運転士異常時列車停止装置
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目の不自由なお客様に対し、車内の乗車位置が確認できるよう、全車
両の全ての乗降扉内側に「乗車車両の位置」及び「ドアの位置」の点字
表示を行っています。

車内点字案内表

北総線の地域と連携を図る取組みの一環として、秋山駅を通学利用
する聖徳大学附属小学校の新一年生に駅や電車内でのルールや安全
マナーを教える「でんしゃ安全マナーきょうしつ」を行っています。
この取組みは毎年行っており、２０２５年度も駅長や駅係員が新一年生
に授業を行いました。

でんしゃ安全マナーきょうしつ

安全に関する取組みを広くお客様に知っていただくため、列車内及び駅構内へのポスター掲出やノベルティグッズを作成し当社イ
ベント等で配布したほか、公式Ｘ（旧：Twitter）やデジタルサイネージ等を活用しました。

安全に関する取組みの広報

車いす、ベビーカーをご利用のお客様が混雑時にも利用できる専用ス
ペースを設置しています。

車いす、ベビーカースペース

その他の取組み

授業風景

列車内ポスター 配布用ノベルティグッズ
（乾麺そば）

配布用ノベルティグッズ
（ローズフレーバーティー）
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東松戸駅務区は、常にお客様の安全を第一に考え、いざという時に備えて異常時対応に特化した訓
練や研修に積極的に取り組んでいます。また、お客様が駅利用時に、他のお客様が軌道上に転落する
など、線路内に障害物を発見した際には非常停止ボタンを操作し列車を緊急停止させることの周知を含
めた啓発活動にも努めております。
開業以来、先輩たちが積み上げた有責事故ゼロを継続していくため、一人一人が基本動作を徹底す

るという意識を持ち、お客様が安全に、そして安心して列車をご利用いただく一助となるよう、常に向上心
を持ち安全活動に取り組んでまいります。

社員の声（東松戸駅務区長）

厚生労働省で行っている自殺予防の啓発事業について列車内にポスターを掲出しているほか、ウエットティッシュを作成し、駅での
啓発活動時に配布するなど、自殺予防の啓発を広く周知する取組みを行っています。なお、東松戸駅での啓発活動は沿線の松戸
市立松戸高等学校と共同で実施しました。

自殺予防に関する啓発活動

東松戸駅の啓発活動 配布したウエットティッシュ

「声かけ・サポート」運動は、お客様に鉄道を安全に安心してご利用いただけるよう、お困りのお客様に社員等から積極的に声をおか
けするとともにお客様からもお声かけにご協力いただく取組みです。
２０２５年度は当社オリジナルのポケットティッシュを作成し、駅でお客様に「声かけ・サポート」のご協力を呼び掛ける際に配布しました。

「声かけ・サポート」運動

千葉ニュータウン中央駅のポケットティッシュの配布 配布したポケットティッシュ
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鉄道におけるテロ等の犯罪未然防止策として、駅構内及び列車内の巡回警備を強化するとともに、防犯設備の充実を図って
いるほか、万一に備え、警察をはじめとした関係機関と連携強化を図っております。
また、お客様への不審物(者)発見に関する協力の呼びかけを実施しております。

7 テロ・防犯対策の取組み

駅係員や警備員及び本社社員による警備腕章を着用した駅構内・列車内の巡回を行い、不
審物(者)への警戒のため「見せる警備」を実施しています。
また、沿線警察署にも駅構内を含めた鉄道施設の警戒強化を依頼しています。

駅係員等による巡回

駅構内、列車内をはじめ、主要な施設に防犯カメラを設置し、テロや犯罪行為等の未然防止を図っています。

防犯カメラの設置

テロ等防犯対策

駅構内コンコースの防犯カメラの設置 列車内の防犯カメラの設置

駅ホームの防犯カメラの設置
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鉄道施設内及び列車内で傷害事件等、テロ行為の事案が発生した際には、駅係員・乗務員が安全に対応できるよう駅及び列車
にさすまた（主要駅のみ）・防護盾・防刃手袋を配備しています。
※さすまたについては、２０２６年度中に全駅に導入予定

テロ等に関する防護用品

駅配備のさすまた 駅・列車配備の防護盾・防刃手袋

警察・消防との連携

警察の方が講師となり、テロ等の鉄道妨害行為の事例紹介及び対策等についてご講演いただき、当社社員の防犯に対する知
識を深め意識の高揚を図っています。また、駅構内における警備状況を警察の方が確認し、駅の防犯についてご指導いただくなど、
テロ等の鉄道妨害行為の未然防止に努めています。

テロ等に関する講演会

テロ対策講演会 東松戸駅の自主警備状況の点検

沿線の警察と合同で実際の駅で講習等を実施し、緊急時には円滑・迅速な対応をとれるように努めています。

テロ等に関する講習

乗務員の車内護身講習 駅係員に向けた護身講習
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新鎌ヶ谷駅では毎年度、鉄道３事業者（東武鉄道、京成電鉄、北総鉄道）、並びに鎌ケ谷警察署・鎌ケ谷消防本部・鎌ケ谷市で、
テロ等の対応訓練を合同で実施しています。
また、２０２５年度はＪＲ武蔵野線と北総線の乗換駅である東松戸駅で、松戸警察署、松戸市消防局、ＪＲ東日本とも合同で訓練を
実施しました。

テロ等に関する対応訓練への参加

消防による負傷者対応（新鎌ヶ谷駅） 機動隊による不審物回収（新鎌ヶ谷駅）

北総、JR駅係員による不審者対応（東松戸駅） 駆けつけた警察による不審者確保（東松戸駅）

駅構内及び列車内における不審物(者)の早期発見のため、お客様への協力依頼の啓発放送や駅表示器・ポスターによる呼びか
けを実施しているほか、駅構内等で従事している協力会社社員もワッペンを貼り業務を行っています。また、車両の各乗降扉に不審
物(者)発見時の鉄道係員への通報をお願いするステッカー(日本語・英語)を貼る等、鉄道テロ等の未然防止に取組んでいます。

お客様への不審物(者)発見に関する協力の呼びかけ

お客様への協力依頼ポスター 協力会社社員着用ワッペン 列車内のステッカー
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8 災害対策

首都圏直下地震等の大規模地震に備え、トンネルや高架橋の柱の耐
震補強や橋梁の落下防止等、構造物の耐震補強を行い、より地震に強
い鉄道施設になっています。

耐震補強

災害対策設備

矢切駅　耐震補強された柱

気象庁が発表する緊急地震速報を利用した早期地震警報システムを
導入し、地震による被害の抑制を図っています。

早期地震警報システム

運輸指令所に、気象観測総合システムを配備し、当社線に整備された
気象観測装置（地震計3箇所、風速計4箇所、雨量計3箇所、レール温度
計３箇所）から送信された観測データを監視しています。運転規制を伴う
規制値を観測した場合、速やかに乗務員へ運転規制を指示し、異常気
象時における列車運行の安全確保に努めています。

気象観測総合システム

監視用PC画面

地震計 風速計 雨量計
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異常時、速やかに点検・復旧を行うため、緊急自動車を３台
保有しており、大規模災害等の発生時に通行禁止区間等の
走行が可能になる「緊急通行車両」の届出も行っています。

緊急自動車

地下駅である矢切駅では火災・停電等
の対策として、排煙設備、非常用発電機、
屋内消火栓設備等を整備しています。ホ
ームには避難経路図を設置し万一の事態
に備えてお客様にお知らせしています。
また、駅係員による消防設備の取扱い
訓練を毎年実施しています。

地下駅の火災、停電対策

消防設備取扱い訓練避難経路図

毎年、震度５クラスの地震が発生したことを想定した発災対応訓練を
実施し、早期復旧に向け現場や関係機関との情報伝達が迅速かつ的
確に行われることを確認しています。

防災訓練

災害発生時の取組み

訓練時の対策本部

緊急自動車

大規模災害等の発生時に通信インフラが被害を受け、通信
途絶時でも関係機関との連絡手段を確保するために可搬型
の衛星電話機を整備しています。

衛星電話

可搬型衛星電話機

大規模災害時等で帰宅が困難なお客様のために、駅に備蓄品（飲料水、食料、アルミブランケット、簡易トイレ）を配備しています。

お客様用備蓄品の配備
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社員が通勤や私用で当社線を利用しているときに、事故や災害等に遭遇し、急
遽現場で支援活動を行う際、北総鉄道の社員であることを判別できる目印です。
社員は常時このワッペンを携帯し、緊急時には胸元に貼り、支援活動を行います。

緊急時支援活動用ワッペン

その他の取組み

運行情報は北総鉄道ホームページや運行情報ディスプレイ(全駅改札入り口付近に配置)、公式Ｘ（旧：Twitter）等を通じてお客様へ
案内しています。また、「列車走行位置」の情報提供をWEB上で行っています。

運行状況の情報配信

運行情報ディスプレイ 「列車走行位置」ＷＥＢ上の画面とQRコード
※URLはこちら↓

https://zaisen.tid-keisei.jp

イオンモール千葉ニュータウン店が開催している防災展と松戸市が開催している防災フェアに出展し、防災に関するパネル展示や駅
の列車非常停止装置の取扱い方について模擬装置を用いて説明を行いました。

防災イベントへの出展

松戸市の防災フェア イオンモールの防災展

大規模災害時に関する協定を沿線警察署と締結
新柴又駅と亀有警察署では、大規模災害時等における旅客や地域住民等の避難誘導及び被害状況等の情報提供に関する

協定を締結し、大規模災害発生時における協力体制の強化に取組みました。
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9 安全に関する教育等

乗務員への教育

教育
事故・災害等発生時において迅速・適切な対応がとれるよう、乗務員や駅係員及び技術係員の知識・技能・技術の維持向上を目
的に、座学での教育に加え、実際の車両や鉄道設備を使用した教育を定期的に実施しています。

非常通話装置対応教育 運転士集合教育

駅係員への教育

折り畳み担架の取扱い 非常梯子の取扱い

技術係員への教育

電車線復旧訓練（電気区）マルタイ応急復旧訓練（施設区） 車両の脱線復旧訓練（車両区）
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北総線内で事故・災害が発生した場合の早期復旧に向けた初動対応及び関係機関との連携強化を目的に、毎年、全社的に訓練
を実施しています。
２０２５年度は、地下駅である矢切駅に停車中の列車内でモバイルバッテリー発火による火災を想定し、松戸市消防局、市川市消防
局、松戸警察署と連携した現場復旧訓練を行うなど、災害発生時のお客様の避難誘導や早期復旧について訓練を実施しました。

異常時対応訓練

消防による負傷者の救護活動 乗務員によるお客様の避難誘導

２０２５年度は京成電鉄株式会社と合同で異常時の対応訓練を実施しました。これはスカイライナー、アクセス特急は、北総線内も
京成電鉄の乗務員が運転しているため、異常時には会社間を跨ぐ連絡及び対応が必要となるためです。北総鉄道及び京成電鉄
の社員以外にも印西警察署、印西地区消防組合等の関係機関も参加し実施しました。
訓練では走行中のスカイライナー車内で、不審物が爆発したことを想定して、警察・消防と連携した車内の不審物対応とお客様の
救助や避難誘導を実施しました。

スカイライナー異常時合同訓練

消防による列車内の消火及び負傷者対応 スカイライナーと北総車両との連結併合作業

訓練
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社員の安全に対する意識活性化を図るため、他社の安全教育施設や
鉄道事故関連施設等へ訪問しました。２０２５年度はＪＲ西日本福知山線
列車事故現場「祈りの杜」（兵庫県尼崎市）や信楽高原鐵道列車衝突
事故に関する施設（滋賀県甲賀市）へ訪問し、慰霊碑に献花し、参加者
全員で鎮魂の祈りを捧げました。
また、ＪＲ東日本総合研修センターや東京メトロの安全繋想館へ訪問し
過去に発生した事故や災害の被害とその復旧についてお話を伺いまし
た。

研修

信楽高原鐵道列車衝突事故現場の慰霊碑参拝

社員の安全に対する意識の活性化を図るため、１９８５年に発生した
「日本航空第１２３便墜落事故」被害者のご遺族である美谷島邦子様よ
り、愛する家族を突然奪われたことに対する思いや、事故の風化防止の
ため、加害者側である日本航空と向き合い取り組んできた内容、被害者
支援のあり方等についてご講演いただきました。

講演会

管理職による乗務員の添乗指導を行い、指差確認喚呼等、基本動作の実施状況を
確認しています。

乗務員への添乗指導

乗務前に写真記録付きアルコール検知器を使用し、酒気を帯びていないことを確認
後、点呼執行者との対面点呼により健康状態の確認を行っています。また、SAS(睡眠
時無呼吸症候群)スクリーニング検査を実施し、SASと疑われる場合には医師の診療を
受けています。

乗務員の健康状態の確認

乗務員への指導と健康状態の確認
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その他

一定以上の経験、知識・技能を有する協力会社の従事員に、施工管理責任者資格の発行を行い、当社社員と同等の軌道内作
業、夜間作業時の施工管理を行っています。
施工管理責任者の有資格者に対しては、鉄道従事員教育を年1回、更に知識・技能の保持を確認するための資格更新の講習

を３年ごとに実施しています。

施工管理者資格の発行

高齢のお客様やお体の不自由なお客様をはじめ、全てのお客様に安心してご利用いただけるよう、駅係員は「サービス介助士」の
資格を順次取得しており、資格を取得した駅係員は「サービス介助士」と明記した胸章を着用しています。
※『サービス介助士』とは、ＮＰＯ法人「日本ケアフィットサービス協会」が認定する資格です。

サービス介助士の資格取得

「サービス介助士」の研修の様子 「サービス介助士」と明記した胸章

毎年、駅係員及び関係社員を対象に盲導犬ユーザーや視覚障がい者の方を講師に迎え、お声掛けやご案内などの対応につい
て講習を実施しています。

盲導犬ユーザー等対応講習

車内の講習の様子 改札口の講習の様子
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２０２５年度においては、鉄道運転事故及びインシデントは以下の通りとなりました。
今後もお客様に安全、快適に当社線をご利用いただけるよう、安全・安定輸送に向けて取組んでまいります。

10 事故等の発生状況

鉄道運転事故
２０２５年度においては、鉄道運転事故は発生していません。

輸送障害
２０２５年度の関東運輸局への届出対象となる輸送障害は６月に秋山駅で発生した急病人対応１件で、２０２４年度と同件数とな
りました。

インシデント
２０２５年度においては、インシデントは発生していません。

列車事故
踏切障害事故
鉄道人身傷害事故
鉄道物損事故

列車衝突事故、列車脱線事故および列車火災事故
踏切道において、列車または車両が道路を通行する人または車両等と衝突し、または接触した事故
列車または車両の運転により、人の死傷を生じた事故
列車または車両の運転により、500万円以上の物損を生じた事故

関東運輸局への届出対象となる輸送障害・・・以下に該当するもの
・３時間以上本線における運転を支障すると認められるもの
・特に異例と認められるもの
・列車に運休（告示で定めるものを除く。）または３０分以上の遅延が生じたもの

2021年度

2022年度

2023年度

2024年度

2025年度

鉄道運転事故・・・国土交通省令に定められた、以下に該当する事故

輸送障害(届出分)発生件数＜２０２１年度以降＞

輸送障害・・・鉄道による輸送に障害を生じた事態であって、鉄道運転事故以外のもの

インシデント・・・鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態のこと

4件

1件

3件

1件

1件
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11 ご利用のお客様へのお願い

１．線路内に立ち入らないでください
線路内は大変危険です。絶対に立ち入らないでください。

２．かけ込み乗車はおやめください
かけ込み乗車は、列車遅れの原因となるだけでなく、思わぬケガや事故にもつながり、大変危険です。余裕をもったご乗車を
お願いいたします。

３．ホームでは黄色い点状ブロックの内側をお歩きください
列車から降車されたお客様が、ホームを歩行中に転倒し発車直後の列車に接触する事故や線路に転落する事故が発生して
おります。ホームでは列車から離れ、黄色い点状ブロックの内側をお歩きください。

４．駅やホームでの「ながら歩き」はおやめください
歩行中にスマートフォン等を操作する「ながら歩き」は、お客様同士の接触やホームから線路への転落のおそれがあり、大変
危険ですのでおやめください。

５．転倒、転落にご注意ください
ご高齢のお客様や酔ったお客様の階段やコンコース等での転倒並びにホームから線路への転落が発生しております。ホー
ムから線路への転落を発見した場合は、直ちに、お近くの「非常停止ボタン」を押し、絶対に線路に降りないでください。

６．戸袋に手を引き込まれないようにご注意ください
ドアが開く際は、お子様の手やカバン等が戸袋に引き込まれないようにご注意ください。

７．持ち込みを禁止する危険物がございます
駅及び車内への危険物の持ち込みは法令等により禁止されていま
す。お客様の安全のため、手荷物の点検をお願いすることがござ
います。

８．不審物を発見した場合はお手を触れずに
　 お知らせください
駅構内や車内で不審物を発見された場合は、お手を触れずにお近
くの駅係員・乗務員、または警戒中の警備員にお知らせください。

９．エスカレーターご利用のお願い
エスカレーターをご利用になる際、転倒や他のお客様と衝突し転倒させるなどの事象が発生しています。エスカレーターで
は立ち止まり、手すりにつかまりご利用ください。

10．お声かけサポートのお願い
お困りになられている方をお見かけになられた場合は、お声かけにご協力をお願いいたします。

電車を安全にご利用いただくために

24
SAFETY REPORT 2026



安全報告書に関するお客様のご意見をお寄せください

北総鉄道ホームページ内の「ご意見・ご要望フォーム」まで

https://www.hokuso-railway.co.jp/contact-comment

編集・発行：北総鉄道株式会社 安全推進担当
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